













































外の理由も考えられる。たとえば孝宗が旱魃 対する意見を求めたのに応えて楊萬里が「旱嘆應詔上疏」を上奏した淳煕十四（一一八七）年、 彼はほかに「聖上閔 、 遍禱未應、 下詔避殿減膳、 感歎賦之」詩一首（巻 十三『朝天 』 ）を作っている。天子が憂え、臣下も天子 上奏するほど ひどい旱魃であったのに それを詠った詩は一首のみというのは、いささか少な
い
7。その詩は、雨乞いも効果むなしいことを憂えた「聖上」 （孝宗）の「避殿減膳」して楽し










































































「旱魃になって久しいのになぜ秋に雨が降るのか。稲も無くなってからようやく雨音がするとは遅すぎる。人民を苦しめるのは天の意であるはずがない。こんなことをするのは誰のしわざか。張湯の爪は切るべきだし、桑弘羊は酷刑を緩めるべきだ。私はそう嘆きな ら永州の街に到着した」と詠う。 「湯爪」は『史記』 「酷吏列傳」にみえる酷吏の張湯の爪のことで、 「桑羊」は『漢書』 「霍光傳」にみえる酷吏の桑弘羊 指す 二人 酷吏はここでは民衆を苦しめる旱魃をたとえたも である。杜甫が「好雨
	 時節を知る、 春に當たりて乃ち發生す」 （ 「春夜喜雨」詩）と詠ったように、
九三
楊萬里の「喜雨」詩について





























































































ように感じられ、餓死して溝や渓に骨を埋めようと気にならない、と酒の力で不遇を忘れようとした。楊萬里は「慘不樂」なる気持ちを 杜甫にならって酔って紛らわそうとする。ただ 「水車」は相変 らず水不足で止まったり動いたりを繰り返し、 「鬼神」の手助けは得られない。 「啞啞」と鳴く「水車」 音をききながら、 「餓死」が近づいていることを楊萬里は「酔」いなが も感じている。　











































































































































































おいて大きな転機となった時期である。翌淳熙五（一一七八）年五十二歳の元旦の朝、 「忽若有寤」 、 突如、 詩作に悟り、
一〇一
楊萬里の「喜雨」詩について
































































































































雨乞いの甲斐なく続く旱魃の日々のなかで、突然、 「晴天」から落ちてきた「數點」 （数滴の水）を詠った詩である。照りつける（ 「曬殺」 ）ような烈しい日差し（ 「烈日」 ）の続く「秋」に、豊かな実りは期待できぬだろうが、それには触れず、 「忽傳天上真珠落、 未到半空成水銀」 、 舞い落ちる数片の雪が、 空中で解けて雨となったの 「真珠」や「水銀」に喩える。さきにみた 禱雨 の詩群に描かれてきたのは枯死せんとする農作物や困窮する農夫であったが、この詩はそういった生活臭や焦燥感とは無縁である。楊萬里は雨を求めて頭上を見上げた時 「青天」 （碧空）から落ちて来る数滴の雫の輝きに眼を奪われた。宝石 よう 美しい、と感じたままに描いた がこの作品であ 。 「旱」続きの乾いた地で期待され のは、 「霖」 （三日以上続く長雨） であって
20、 わずか数滴のしずくではない。晴れ渡った空に 「雲」
















































（ 「九月三日喜雨 蓋不雨四十日矣」 ）
これらの三詩には、 「老農」 （楊萬里）の生活が描かれている。例年は飯と酒の心配をしていたが、今年はそれらを容れる器がないのが悩みだ、と食料不足が解消されて物不足を詠う「喜雨」詩。今年の収穫は期待できるし 余生 も
一〇七
楊萬里の「喜雨」詩について






























6　『江湖集』 「視旱憩鏡田店」 「視旱遇雨」 （以上、 巻一、 零陵、 三十六～三十七歳） 。 「憫旱」 「和蕭伯振禱雨」 「旱後郴寇又作」 「旱後喜雨四首」「和昌英叔夏至喜雨」 （以上、 巻三、 故郷、 三十九歳） 。 「還家秋夕飲中喜雨」 （以上、 巻四、 故郷、 四十～四十一歳） 。 「晩登清心閣望雨」（以上、巻六、奉新、四十四歳～四十九歳） 。 『荊溪集』 「禱雨報恩、因到翟園」 （以上、巻八、
毗陵、五十一～五十二歳） 。 「六月喜雨」

































雨乞いに成功した余處恭尚書に対して、 「尚書幸有爲霖手、偏灑江東作麽生」 （ 「中元前賀余處恭尚書禱雨沛然霑足」詩。巻三十一『江東集』 ）とことほいでいる
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激しさから「田父」が田に水が満ち のを「樂 んでいるだろうと「想見 想像）している。
